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研究成果の概要（和文）：ストレスの管理やストレス関連疾患の予防のために、ストレスの客観

的評価が求められている。本研究では、唾液中のデヒドロエピアンドロステロン（DHEA）や

硫酸基結合型 DHEA（DHEA-S）によるストレス評価の可能性を検討するために、急性ストレ

ス（暗算・スピーチ課題）・長期的ストレス（2 週間の幼稚園実習）事態における DHEA・DHEA-S
濃度の変動を検討した。DHEA・DHEA-S は急性ストレス・長期的ストレスのどちらに対して

も値の上昇を示した。これらのことから、両者の物質はストレス評価に有用なことが示唆され

た。 
 
研究成果の概要（英文）：An objective assessment of stress is needed to manage stress and 
prevent the development of stress-related diseases. In this study, considering the 
assessment of stress by using salivary dehydroepiandrosterone (DHEA) and DHEA-sulfate 
(DHEA-S), we investigated salivary DHEA and DHEA-S secretion in students exposed to 
acute stress (speech and mental arithmetic tasks) and prolonged stress (two-week teaching 
practice). Concentrations of DHEA and DHEA-S increased in response to acute and 
prolonged stress. These results indicated that both biomarkers were useful for the 
assessment of stress. 
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１．研究開始当初の背景 
現代社会においてストレスは大きな問題

となっており、ストレスを評価することは、

これらのストレスに関連した問題を考える
上で重要な課題である。このような中、客観
的かつ簡便なストレス評価方法として唾液
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中バイオマーカーに注目が集まっている。 
 
２．研究の目的 
本研究ではストレスを反映し、かつ値の変動
を解釈しやすいと予想される唾液中のデヒ
ドロエピアンドロステロン（DHEA）や硫酸
基結合型 DHEA（DHEA-S）をとりあげ、急
性ストレス（研究 1）や長期的ストレス（研
究 2）との関連を検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（1）研究 1 
急性ストレスについては 65 名（男性 53 名・
女性 12 名）の大学生を対象とし、急性スト
レス負荷として、ストレス課題（スピーチ・
暗算）を実施した。ストレス負荷前に 2 回、
負荷中に 3回、負荷後に 5回の唾液採取を行
った。得られた唾液から DHEA、DHEA-S 濃度
の測定を行った。 
（2）研究 2 
長期的ストレス事態として 2週間の教育実習
（幼稚園実習）に注目し、実習に参加する女
子学生 33 名を対象に、2週間の実習の前後に
唾液を採取させた。採取ポイントは実習開始
2週間前、開始 1週間目、2週間目、実習終
了数日後とし、朝と夜に各対象者の自宅で自
身で唾液を採取する手続きとした。得られた
唾液から DHEA、DHEA-S濃度の測定を行った。 
 
４．研究成果 
（1）研究 1 
DHEA・DHEA-S はストレス負荷に対し濃度が上
昇し、DHEA は 1 時間後も濃度が有意に上昇し
た状態であった。一方で、DHEA-S は、課題後
は速やかに課題前の値に戻った（図 1）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 急性ストレス負荷に対する DHEA・
DHEA-S 反応（0分～20 分の時点でストレス負
荷を実施） 
（2）研究 2 
DHEA・DHEA-S ともに、実習期間中（2週間目）
に値が上昇し、終了直後に値が減少する傾向
が観察された（図 2）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 長期的ストレス事態における DHEA・
DHEA-S 分泌の変化 
 
研究 1・2 の結果から、DHEA・DHEA-S は急性
ストレスや長期的ストレスに対して比較的
敏感に値が変化することがわかった。とくに
DHEA はストレスの影響が比較的長く観察さ
れるため、日常場面でのストレス評価には適
している可能性が考えられる。唾液試料は血
液と違い、非侵襲的に採取でき、医師でなく
ても採取可能であるため、ストレスの評価や
ストレス関連疾患の予防を考える際に簡便
な指標といえる。今後の応用分野での利用が
期待される。 
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